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西原町における８０歳以上地域後期高齢者の身体的・精神的・社会的要因

に関する検討

１．本調査の目的

本調査は、西原町地域在住の８０歳以上後期高齢者を対象に、身体的・精神的・

社会的側面からその実情を多面的に検討するとともに、性別による男女間の比

較を通して、保健・医療・福祉の総合的観点から西原町の高齢者施策の一助と

することを目的とした。

Ⅲ、対象と方法

対象者は、平成１５年７月１日現在の西原町住民基本台帳に基づき、町内３２

行政区域に在住する大正１２年３月３０日以前に誕生した８０歳以上の地域住民９０７

名で、そのうち入院・入所者を除く７２３名である。調査は平成１５年８月から９

月にかけて実施し、痴呆、転居、調査拒否、調査不能などを除く２９行政区、５３６

名（男子１７６名、女子３６０名）からの回答が得られた（回収率74.2％)。

調査は調査票を用いて、著者のほか、西原町との共同事業として各行政区の

民生委員及び西原町の居宅介護支援事業所（３事業所）の介護支援専門員による

訪問面接調査あるいは留め置き法により実施した。

調査は、基本属性、子供や隣人、友人・知人との交流状況、日常生活状況と

して日常生活の活動能力、主観的健康度自己評価、健康不安、過去１年の転倒

歴、入院歴、通院の有無、通院している疾患名、介護保険や福祉サービス、心

の健康を測るスケールとして生活満足度、自尊感情、CES-D、社会関連性指標の

ほか、沖縄の伝統的な要因として、宗教の有無や死生観、伝統的行事や祭事へ

の参加状況などから検討を行った。

ここで、心の健康を測るスケールについて説明すると、生活満足度の測定に

は生活満足度Ｋ（LifcSalisfactionlndex-K）を用いた’,)。この尺度は古谷野が既

存の測定尺度（カットナー・モラール・スケール、生活満足尺度Ａ、ＰＧＣモ

ラール・スケール）の質問項目を組み合わせて開発したものであり、「心理的安

定」「老いについての評価」「人生全体についての満足度」の下位尺度から構成

され、構成概念妥当性および内的一貫‘性も十分検証された信頼性の高い尺度で

ある。本尺度は９項目より構成されており、肯定的回答を１点、他に０点を与

え、その合計点を生活満足度得点とする。したがって、得点が高くなるにとも

ない、生活満足度も高いと解釈される。

自尊感情の測定には、Rosenbcrgの１０項目からなるSclfcstccmScalc日本語

版’7)を用いた。この尺度は自己に対する肯定的な態度を測定する５項目と、否
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定的な態度を測定する５項目からなり、「よくあてはまる」（４点)、「あてはまる」

(３点)、「あてはまらない」（Ｚ点)、「全くあてはまらない」（１点)の４件法で評価

する。したがって、得点が高くなるにともない、自己全体を肯定的にとらえ、

高く評価していると判定する。

抑うつ傾向の測定にはRadloffら’8)によって開発されたCcntcrforEpidemilogic

StudicsDcprcssionScalc（以下CES-D）を用いた。本尺度は一般健康集団におけ

る抑うつ状態の疫学調査用に開発された自己評価式抑うつ尺度であるが、高齢

者に適用する際の尺度としても信頼性、妥当性が確認されている。本尺度は、２０

項目で構成されており、最近の１週間に各項目が「１日もなかった」（ｏ点)、「１．

２日あった」（１点)、「３．４日あった」（２点)、「５日以上あった」（３点）を配

点し、（逆転項目の場合には３，２，１，０と配点する）、得られた回答を単純加算

する。したがって、得点が高くなるにともない、抑うつ傾向も高いと判定され

る。

社会的健康度評価には、安梅ら’5.16)による社会関連`性指標（Evaluationof

EnvironmcntalStimulatiomEES）を用いた。これは地域社会における人間と環

境との関わりの量的側面を測定する指標として、実践場面における支援アセス

メントあるいは支援効果判定の際に有効な方法論を意図して開発されたスケー

ルで、「生活の主体性｣、「社会への関心上「他者との関わり」、「生活の安心感｣、

「身近な社会参加」の５領域、１８の質問項目より構成されている。各設問は、「は

い」に１点、「いいえ」に０点を与え、社会関連性評価得点及び各領域を下位領

域とした領域得点が算出されるようになっており、得点が高いほど社会的健康

度が高いと判定する。

分析は、性別と各要因間との関連について検討を行い、離散変量にはｘ２検定

を連続変量にはｔ検定により有意差をみた。解析には統計パッケージＳPSSを用

いた。

Ⅳ、結果

1．調査地域の人口統計学的データ

１）対象者の行政区別による男女の内訳（表１）

今回の対象者について行政区別にみると、最も多いのが我謝地区で４７名

（8.8％）で最も多く、次いで翁長地区４１名（7.6％)、幸地地区４０名（7.5％）

の順であった。男女の内訳をみると、男性１７７名（33.0％)、女性３５９名（67.0％）

で女性の割合が高く、地区別の男女の内訳では統計的な差違は認めなかった。

9３



表２対象者の基本属性表１対象者の行政区別による男女の内訳
人（%）

我謝

翁長
宰地

兼久

小那覇

与那城
平園

蘂咲
柵原

小波津

上原

小橋川
坂田

嘉手苅
小波津団地
徳佐田

池田

津花波

桃原

呉屋

奉地ハイツ

内聞

安室

西原ハイツ

西原台団地

掛保久
千原

県営内聞団地

平均年齢1１（6.2）

1２（6.8）

1９（10.7）

1２（6.8）
1０（5.6）

1０（5.6）

1０（5.6）

８（4.5）

1１（6.2）

1２（6.8）

７（4.0）
８（4.5）

５（2.8）

５（２８）

３（1.7）

５（2.8）
４（２３）

５（2.8）

４（２３）
５（2.8）

１（0.6）
Ｚ（１１）
３（1.7）

0（0.0）

１（0.6）

１（０６）
０（0.0）

１（0.6）

4７（8.8）

4１（7.6）
4０（7.5）

3９（７．3）

3０（5.6）

29（5.4）

2８（5,2）
西（4,7）

西（4.7）

西（4.7）
犯（4.1）

”（4.1）

2１（３９）

1３（2.4）

1７（3.2）

1６（3.0）
1３（2.4）
1３（2.4）

1２（２２）
1１（2.1）

1０（1.1）

９（1.7）
７（１３）

６（1.1）

５（09）
３（0,6）

３（0.6）

Ｚ（04）

85.6（4.2）８５．５（４２）８５．６（4.2）3６（1060）

２９〔８．１）
２１（5.8）

”（7.5）

2０（5,6）
1９（5.3）

1８（5.0）

1７（４７）
1４（３９）

1３（３`6）

1５（4.2）

1４（３９）

1６（４５）

８（２２）

1４（3,,）
1１（3.1）

９（2.5）

８（２２）
８（2,2）

６（Ｌ７）
９（２５）
７（１９）
４（1,1）

６（１７）

４〔1.1）

２（0.6）
３（0.8）
１（０３）

吾住年数“． 51.ｓ 29.8 60.6 30.3 47.1 28.5

出身地．鯵．

西原 318（51.6） 135（76,3） 183〔51.3）
西原以外 174

岬一岬

麺一軒

繩｜、 4２

家族形態＊.・
独居
夫婦のみ
配偶者と未婚の子供
本人と子供

配偶者と三世代家族

本人と三世代家族

６７（12.8）
７４（14.1）

５０（9.5）

117（22.3）

５２（9.9）

135（25.8）

1０（5.8）

5４（31.2）

”（15.6〕

別（１３９〕

3０（17.3）

1７（9.8）

５７（１６２）

２０（5.7〕

羽〔6.6）

９３（26.5）

２２（6.3）

118〔33.6）
その他 １８〔５．１

３５１（100.0

２９（５．５

５２４（100.0

１１（６．４

１７３（100.0.

』
廿
回

学歴＊紳
未就学

小学中退

小学卒

高等科卒

旧制中学卒

６（２０）
”（9.7）

177（59.4）

４１（13.8）

３２（10.7）

８（1.8）

３５（8.0）
243（55.7）
７７（17.7）

５９（13.5）

２（1.4）
６（4.3）
6６（478）
3６（26.1）

”（19.6）

【
】

ゆとりがある

ややゆとりがある
やや苦しい

”（16.1）
８９〔５３．０）

４７〔28.0）

５１（14.8）

195（56.7）
師（２５．３）

（15.2）

(55.5）
〔２５.Z）

７８

２８４

１３４

苦しい １１（３．２
３４４（100.0

５（３．０
１６８（100.0

咽一ｍ 3.1
-

100.0､県営幸地高層 －２（０４１
５３６（100.0

Ｏ（０．０〕
3５９（６７．０

２（1.1〕

177（３３．０

回

宗教．魚
祖先崇拝 305（９２．２）456（94.0） 150（，8.0）X強定ｎs．
その他 2６ 7.82９（６．０ ＺＯ

「１［

Ｘ2検定⑳はＴ検定＊p＜,０５…p＜001

2）基本属性の比較（表２）

全体の平均年齢は85.6(ＳＤ±４２)歳であり、男性は85,5(ＳＤ±4.2)歳､女性は８５．６

（ＳＤ±4.2)歳で男女間で統計的差違を認めなかった。なお、男女ともに最高年齢
I土１０２歳であった。

居住年数の全体の平均は５１．５（S、±Z9.8）年、男性６０．６年（ＳＤ±30.3)年、女

`性４７．１年(ＳＤ±28.5)年であり、居住年数は男性で有意に長かった(p<0.001)。

出身地別では西原町出身の者が59.6％（３１８名）と半数以上を占めていた。

性別では、男性は西原町出身者が76.3％（135名)、女性では51.3％（183名)であ

り、西原町出身者の占める割合は男性で有意に高かった(p<0.001)。

家族形態でみると、全体では「本人と三世代家族」の占める割合が25.8％（135

名）と最も多く、次いで「本人と子供」22.3％（117名)、「夫婦のみ」１４１％（７４

名）の順であった。性別でみると、男性は「夫婦のみ」の占める割合が31.2％

（５４名）と最も多く、次いで「配偶者と三世代家族」が１７`3％（３０名）、「配
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偶者と未婚の子供」が１５`6％（２７名）の順であり、女,性は、「本人と三世代家

族」が33.6％（118名）が最も多く、次いで「本人と子供」が26.5％（９３名）、

「独居」が１６．２％（５７名）の順であった。男女間の比較でみると、男性と女`性

では家族形態に統計的に明らかな違いが認められた(p<0.001)。

学歴でみると、全体では「小学校卒」が55.7％（243名）で最も多く、次い

で「高等科卒」17.7％（７７名）、「旧制中学卒」１３５％（５９毛）の順であった。

性別では､男女ともに小学校卒の者が最も多かったが(男47.8％(６６名)､女59.4％

(177名))、男性では高等科卒の占める割合が26.1％（女性13.8％)、旧制中学校

卒19.6％(女性10.7％)であり、高学歴者の占める割合は女性に比べ男性で有意

に高かった(p<0.001)。

経済状況では、全体では「ややゆとりがある」55.5％（284名）、「やや苦し

い」26.2％（134名）、「ゆとりがある」15.2％（７８名）、「苦しい」3.1％（１６名）

の順であった。,性別でみると、男性は「ゆとりがある」とする者が16.1％（２７

名）、「ややゆとりがある」とする者53.0％（８９名）、「やや苦しい」が28.0％（４７

名）、「苦しいが」3.0％(５名）であり、女性では、「ゆとりがある」とする者14.8％

（５１名）、「ややゆとりがある」とする者56.7％(195名）、「やや苦しい」が２５３％

（８７名）、「苦しい」が３２％（１１名）で、男女間で統計的差違を認めなかった。

宗教では、全体では「祖先崇拝」とする者が94.0％（456名）であり、性別

では、男女ともに「祖先崇拝」とする回答が９割以上と多数を占めていた（男

98％(150名)、女９Z､2％(306名))。

3．子供や隣近所、友人･知人との交流状況と社会的支援（ｿｰｼﾔﾙｻﾎﾞｰﾄ）について

１）子供や隣近所、友人･知人との交流状況（表3-1）

子供や隣近所、友人・知人との交流状況について性別による比較を行った。

子供との交流状況でみると、全体では「週１回以上」とする者が37.4％（182

名）と最も多く、次いで「ほとんど毎日」34.9％（170名）の順であった。性

別でみると、男性は「週１回以上」とする者が37.7％（６０名）と最も多く、次

いで「ほとんど毎日」が29.6％（４７名）、「月に１回以上」が15.7％（２５名）

の順であり、女性では、「ほとんど毎日」が37.5％（123名）で最も多く、「週

１回以上」が37.2％（１２２名）、「月に１回以上」が14.6％（４８名）の順であっ

た。統計的有意差をみると、子供との交流状況には男女問で明らかな違いが認

められた(p<0.05)。

隣近所との交流状況をみると、全体では「週１回以上」とする者が34.9％（172

名）と最も多く、次いで「ほとんど毎日」３３．５％（165名）の順であった。性

別でみると、男性では「週１回以上」とする者が３７０％（６０名）と最も多く、
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次いで「ほとんど毎日」30.9％（５０名）、「めったに話さない」16.7％（２７名）

の|頂であり、女`性では、「ほとんど毎日」が34.7％（115名）で最も多く、「週１

回以上」が33.8％（112名）、「めったに話さない」19.3％（６４名）の順であっ

た。統計的には、隣近所との交流に男女間で有意差は認められなかった。

友人・知人との交流状況をみると、全体では「週１回以上」とする者が36.5％

（178名）と最も多く、次いで「ほとんど毎日」22.5％（110名）の順であった。

`性別では、男性は「週１回以上」とする者が３４２％（５３名）と最も多く、次い

で「めったに話さない」25.2％（３９名）、「月に１回以上」18.1％（２８名）の順

であり、女性では、「週１回以上」が37.5％（125名）で最も多く、次いで「ほ

とんど毎日」が25.8％（８６名）、「めったに話さない」18.0％（６０名）の順であ

った.統計的には友人・知人との交流状況には男女間で明らかな違いがみられ、

女性で友人・知人との交流割合が高かった(p<0.05)。

表３－１日常生活の交流状況について

人(％

交流状況とサポート 全体 男 女

ほとんど毎日

週１回以上

月に１回以上

年に２．３回

めったに話さない

子供＊

く
く
く
く
く

幻
印
西
、
、

123（375）

122（37.2）

４８（14.6）

１４（4.3）

５（1.5）

29,6）

37.7）

15.7）

6.3）

6.3）

（349）

（37.4）

（15.0）

（4.9）

（3.1）

170

182

万
割
喧

非該当 4.,）７（ 4.4） 1６4.7２３

ほとんど毎日

週１回以上

月に１回以上

年に２．３回

5０（30.9）

6０（37.0）

1８（11.1）

７（4.3）

115 （34.7）

（33.8）

（9.4）

（２７）

隣近所 （335）

（34.9）

（，.，）

（3.2）

165

112172

3１

９

4９

１６

０
白
日

｢1

L｣

’

125（37.5）

４２（１Z､6）

２０（６０）

5３（34.2）

2８（１８１）

1１（7.1）

週１回以上

月に１回以上

年に２．３回

178（36.5）

７０（14.3）

３１（6.4） 剛
一
ｍ

江
一
ｍ

「1

Ｊ

Ｘ2検定．ｐ＜､０５

2）子供や隣近所、友人･知人の社会的支援（ｿｰｼｬﾙｻﾎﾟｰﾄ）（表３－２）

日常生活のなかでの社会的支援（ソーシャルサポート）の状況について回答

をもとめた。

遠出をするときの支援状況をみると、全体の93.3％（475名）が支援者がい

ると回答していた。‘性別でみると男性の89.9％（151名）、女性の95.0％（3２４

9６



名）が支援者がいると回答していたが、その割合は女性で有意に高かった

(p<0.05)。

金銭面での支援については、全体の91.0％（454名）と多数が支援者がいる

と回答しており、‘性別では男`性の89.7％（148名）、女』性の，1.6％（306名）で

両者ともに支援状況は良好であった。

買い物への支援については、全体の96.7％（492名）の多数が支援者がいる

と回答しており、性別では男女ともに９割以上と多数を占めていた（男９７．０(164

名）、女性：96.5％（328名))。

病気のときの看病や世話への支援では、全体の97.5％（498名）が支援者が

いると回答しており、性別でも男女の多くが支援者がいると回答していた（男

97.6（165名）、女,性：97.4％（333名))。

部屋の掃除や炊事など日常生活での支援では、全体の93.5％（472名）が支

援者がいると回答しており、性別でも男女の多数が支援者がいると回答してい

た（男９４．６（157名）、女性：92.9％（315名）)。

ふだんの気軽な用事への支援では、全体の97.8％（491名）が支援者がいる

と回答しており、‘性別でも男女の多くが支援者がいると回答していた（男９８８

（162名)、女性；97.3％（３２９名))。

心配ごとや悩みのあるときの支援では、全体の96.8％（487名）が支援者が

いると回答しており、性別では男女の多数が支援がいると回答していた（男９６．４

（159名）、女性：97.0％（328名))。

心配ごとや困難時の支援では、全体の９６２％（485名）が支援者がいると回

答しており、’性別では男女の９割以上が支援者がいると回答していた（男９６．４

（159名）、女`性：９６．２％（326名))。

気分が沈んでいるときの支援では、全体の97.6％（492名）が支援者がいる

と回答しており、‘性別でも男女の多数が支援者がいると回答していた（男９６．４

（159名）、女性：９７．０％（３２８名）)。

気を配ったり思いやる人の有無では、全体の98.2％（416名）が肯定する回

答をしており、‘性別でも男女の大多数が肯定する回答をしていた（男９８．８（161

名）、女,性：９８０％（335名）)。

次に対象者自身が家事を手伝ってあげる人がいるかどうかの設問では、全体

の66.6％（335名）が肯定する回答をしており、’性別では男性の66.6％（335

名）が、女性の67.5％（２２８名）と６割以上を占めていた。

買い物を手伝ってあげる人については、全体の６２．２％（310名）が肯定する

回答をしており、性別では男`性の65.6％（107名）が、女性の60.6％（203名）

が肯定的回答者で占めていた。

9７



健康や幸福を願う人の存在では、全体の91.3％（459名）が肯定する回答を

であり、‘性別では男`性の89.7％（148名）が、女性の92.0％（311名）の多数が

肯定する回答で占めていた。

表３２日常生活の社会的支援（ｿｰｼｬﾙｻﾎﾟｰﾄ）について 山女

身体疾患 全体 男

遠くへ出かけるとき、車で送ってくれる

人がいますか＊

いる

いない

475（，3.3）

３４（6.7）

151（89.,）

１７（10.1）

324（95.0）

１７（5.0）

計５０９（100.0）１６８（100.0）３４１（100.0）
もし仮に、まとまったお金が必要になった

時、頼れる人がいますか

いる

いない

306（91.6）

２８（8.4）

婚４（91.0）

４５（9.0）

148（81.7）

１７（10.3）

計４１９（100.0）１６５（100.0）３３４（100.0

食事や日用品の買い物を頼める人がいま

すか

いる

いない

492（96.7）

１７（3.3）

164（97.0）

５（3.0）

3２８（96.5）

１２（3.5）

計５０９（100.0）１６９（100.0）３４０（100.0）

もし仮に、あなたが病気で寝込んだ時に、

看病や世話をしてくれる人がいますか
いる４９８（97.5）１６５（97.6）３３３（97.4）
いない１３（2.5）４（2.4），（2.6）

計５１１（100.0）１６９（100.0）３４２（100.0

日頃の生活で例えば、草木の手入れ、部屋

の掃除、炊事、洗濯等を手伝ってくれる人
がいますか

いる４７２（93.5）１５７（94.6）３１５（92.9）
いない３３（6.5），（5.4）２４（７．１

計５０５（100.0） (100.0）３３９（100.0）

その他の用事を日頃気軽に頼める人がいま

すか

いる

いない

162（98.8）

２（1.2）

321（97.3）

，（2.7）

411（，7.8）

１１（2.2）

計５０２（100.0）１６４（100.0）３３８（100.0）
あなたが心配や困難な状況にある時、側にいる４８５（96.2）１５９（96.4）３２６（962）
いてくれる人がいますかいない１９（3,8）６（3.6）１３（3.8）

計５０４（100.0）１６５（100.0）-339（100.0）
３２８（97.0）

1０（3.0）

あなたの心配事や悩みを聞いてくれる人が

いますか

159（96.4）

６（3.6）

いる

いない

487（96.8）

１６（3.2）

計５０３（100.0）１６５（100.0）３３８（1000）
332（，7.9）

７（2.1）

あなたの気持ちが沈んだ時に、あなたを

元気づけてくれる人がいますか

160（97.0）

５（3.0）

いる

いない

492（97.6）

１２（2.4）

計５０４(100.0）１６５（100.0）３３１（1000）
335（９８０）

７（2.0）

161（988）

２（1.2）

あなたに気を配ったり、思いやったりしている
くれる人がいますかいない

496（９８２）

，（1.8）
】111〕０．０１１６３（１００.［

5６．６１１０７【６４．８）ＺＺｔｊ（Ｃ

いない１６８（33.4）５８（35.2）１１０（322ｺげたり、手伝ってあげる人がいますか
計-５０３（100.0）１６５（100.0）３３８（100.0）

あなたが買い物をやってあげるとか、手伝いる￣310（６２．２）１０７（65.6）２０３（60.6）
ってあげる人がいますか いない１８８（37.8）５６

計４９８（100.0）１６３（100.0）３３５（100.0）
311（92.0）

２７（8.0）
148（89.7）

１７（10.3）
あなたがいつも気にかげ､~健康や幸せを祈
ってあげている人がいますか

いる

いない

459（91.3）

“（8.7）

計５０３（1000）１６５（1000）３３８（1000）

Ｘｚ検定＊Ｐ＜､0５
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日常生活自立度について(表4-1.2）

聴力や視力、移動など、日常生活自立度について性別による比較を行った。

自立度全体でみると、最も自立度の高い内容は「食事」であり、「普通」とす

る者が81.8％（436名）で最も高く、以下、「入浴」79.3％（421名）、「排泄｣79.2％

（４２０名）の順であった。

自立度の高い順に内容別にみると、食事は「普通」とする者が全体の81.8％

（436名）で最も高く、次いで「箸が使える」１４４％（７７名）の１１項であった。

性別では、男女ともに「普通」とする者が最も高く（男84.7％（149名）、女80.4％

（287名））、次いで「箸が使える」（男11.4％（２０名）、女１６０％（５０名））で

あり、男女間で統計的差違を認めなかった。

入浴でみると、全体では「普通」とする者が７９３％（４２１名）と最も高く、

次いで「そばについて一部手伝う」10.5％（５６名）の順であった。性別では、

男女ともに「普通」とする者がと最も高く（男89.1％（155名）、女74.5％（266

名)）、次いで「そばについて一部手伝う」（男3.4％（６名)、女14.0％（５０名)）

の順であったが、自立度の割合には男女間で統計的に有意差を認め、自立度の

高い者は男性で高かった(p<0.001)。

排泄では、「普通」とする者が全体の79.2％（420名）と最も多く、次いで「と

きどきトイレに間に合わない」13.0％（６９名）の順であった。’性別でみると、

男女ともに「普通」とする者が最も多く（男８５２％（150名）、女７６３％（２７０

名））、次いで「ときどきトイレに間に合わない」（男9.1％（１６名）、女15.0％

（５３名)）の順でありｊ統計的差違を認めなかった。

着脱衣では、「普通」とする者が全体の74.5％（397名）で最も多く、次いで

「時間はかかるができる」18.9％（101名）の順であった。性別では、男女と

もに、「普通」（男84.7％（149名）、女69.5％（248名））、「時間はかかるがで

きる」（男10.8％（１９名）、女23.0％（８２名））の順であったが、自立度の割合

には男女間で統計的に差違が認められ、「自立度の高い者は男性で高かった。

聴力でみると、全体では「普通」とする者が63.9％（342名）で最も高く、

次いで「大きい声でないと会話ができない」21.9％（117名）の順であった。性

別でみると、男女ともに「普通」とする者が最も多く（男61.4％（108名）、女

65.2％（234名））、次いで「大きい声でないと会話ができない」（男２１６％（３８

名）、女22.0％（７９名)）の順であり、統計的差違を認めなかった。

移動では、「普通」とする者が全体の５８３％（312名）で最も多く、次いで「ゆ

っくり歩いて、あるいは杖をついて庭からでられる」22.4％（120名）の順で

あった。,性別では、男女ともに「普通」とする者が最も多く（男70.5％（124

名）、女52.4％（188名））、次いで「ゆっくり歩いて、あるいは杖をついて庭か

4．
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らでられる」（男19.3％（３４名）、

女24.0％（８６名））の順であった

が、男女間では統計的に有意差を

認め(p<0.001)、自立度の高い者は

男性で高かった。

視力をみると、全体では「普通」

57.0％（303名）、「細かい字が並

んでいると読みづらい｣２９９％（159

名）の順であった。性別では、男

女ともに「普通」（男63.1％（111

名）、女５３９％（192名））とする

者が最も多く、次いで「細かい字

が並んでいると読みづらい」（男

22.7％（４０名）、女33.4％（119名)）

の順であったが、男女間では自立

度の割合に統計的有意差を認め、

自立度の高い者は男性で高かった

(p<0.05)。

日常生活自立度の総合的評価で

は、「家庭内で不自由ない」とする

者が全体の43.4％（２２７名）で最

も高く、次いで｢外出できる」29.8％

（156名）の順であった。性別で

みると可男女ともに「家庭内で不

自由ない」が最も高く（男47.1％

（８１名）、女41.6％（1462名））、

次いで「外出できる」（男３７８％

（６５名）、女25.9％（９１名））の

順であったが、自立度の高い者は

男性で高く、統計的にも有意差を

認めた(p<0.001)。

表４日常生活自立度について

人（ID

全体 男 女日常生活自立度

食事

普通

箸が使える

箸が使えない

287（80.4）

５７（16.0）

８（２２）

149（84,7）

２０（11.4）

６（３４）

436（81.8）

７７（14.4）

１４（26）

６（1.1）１（0.6）５（１．４要介助

533（100.0）１７６（100.o）３５７（100,0計

入浴．*、

普通

そばについてできる

－部介助

266（74.5）

５０（14.0）

１２（3.4）

15ｓ（89.1）

６（3.4）

４（２３）

421（79.3）

５６（10.5）

１６（3.0）

全面介助 ３８「7.2）９（５.幻２９ 8.1

100.0）531（100.0）１７４（100.0）３５７計

排泄

普通

ときどき間に合わない

漏らすことあり

85.2）

9.1）

２３）

270（76.3）

５３（15.0）

，（２．s）

420（79.2）

６９（13.0）

１３（2.5）

150（

１６（

４（

全面失禁 2２ 6.22８（5.3） 3.4６

354（100.0計 530（100.0） 176（100.0

着脱衣＊*＊

普通

時間はかかるができる

－部介助

く
く
く

蠅
皿
ｕ

69.5）

23.0）

3.1）

84.7）

10.8）

0.6）

397（74.5）

101（18.9）

１２（2.3）

149（

１９（

１（

７（4.0） 4.5）四（4.3） 1６要介助
357「100.0計 533（100,0 176【100.0

聴力

普通

補聴器

大きい声

耳元

652）

6.4）

220）

５３）

く
く
く
Ｉ

四
四
刃
、

108（61.4）

１６（9.1）

３８（21,6）

１２（6,8）

342（63.9）

３９（7.3）

、７（21.9）

３１（5.8）
４1.1） ２（Ｌ１ 1.1聞こえない ６

移動ｃ“

普通

庭からでられる

庭からでられない

要介助

はって歩く

52.4）

24.0）

10.9）

7,2）

１の

70.5）

19.3）

5.1）

1.7）

0.0）

188（

８６（

３９（

２６（

６（

3１２（

120〔

４８（

２９〔

６（

58.3）

22.4）

9.0）

5.4）

1.1）

124（

３４（

，（

３（

0（

視力＊

普通

細かい字は困難

１ｍ先の顔が見える

111（63.1）
４０（２２７）

蚕（14.2）

192（53.9）

119（33.4）

４０（11.2）

303（57.0）

159（29.9）

６５〔12.2）
0.［
-

00-0

総合的評価．*＊

ほぼ寝たきり

寝たり起きたり

あまり動かない

少しは動く

家庭内で不自由ない

1.7）

10.0）

10.5）

10.3）

41.6）

３（1.7）

８（4.7）

1０（5.8）

５（２１）

8１（47,1）

６（

３５（

３７（

３６（

146（

,（1.7）

４３（8.2）

４７（9.0）

４１（７．8）

227（43.4）

Ｔ検定 ＊ｐ＜・ＯＳ＊*＊ｐ＜,001
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身体的健康状況について(表５）

主観的健康観、健康不安、入医院・通院状況など健康状況との関連から検討

した。

主観的健康度評価による対象者の健康感についてみると、「健康」とする者が

全体の69.3％（365名）で、７割近くが健康であると回答していた。性別でみ

ると、男性では73,7％（129名）が、女性では67.0％（２３６名）が健康である

との良好な健康感を有していた。

健康不安の有無でみると、健康不安をもつ者は全体の７３４％（372名）を占

めていた。‘性別では男`住の70,7％（116名）が、女Ⅲ性の74.6％（２５６名）が健康

不安を有していた。

過去の入院歴をみると、全体の29.8％（149名）が入院経験を有していた。

性別では入院経験のある者は、男`性の28.9％（４８名）、女‘性の３０．２％（101名）

であった。

現在の通院状況でみると、通院している者は全体の77.3％（406名）であっ

た。性別では、男子の73.3％（126名）が、女`性では79.3％（280名）が通院

しているとの回答であった。

過去の転倒歴をみると、転倒歴のある者は全体の24.0％（121名）であった。

性別でみると男`性の17.1％（Z８名）が、女`性の27.4％（９３名）が転倒経験が

あり、統計的には女性で有意に高かった(p<０．０１)。

５．

表５身体的健康状況について
人（%）

会制k的憾慶状翫

365（69.3）１２９（73.7）２３６（67.0）主観的健康健康
５（３３.Ｃ5２（３（ 4,0ｚ［

ＩｌＩ】Ⅱ.

⑩１１６「７［ 。【ノ4.Ｃ陣層

5-⑪４８（Ｚ目

ⅡⅢ､７（1０００１１６４（IＯＵＵ

)８）４８（28.9）１０１（３Ｃ

351（70.2）１１８（71.1）２３３（69.8）なし

計５００（100.0）１６６（100.0）３３４（100.0）
２８０（79.3）
７３（20,7）

126（73.3）
４６（26.7）

あり

なし

通院状況 406（77.3）

119（22.7）

計５２５（１０．０）１７１００．０３５３１００．０

121（240）２８（17.1）９３（27.4）転倒の有無＊＊あり
９３「７６０１１３６（８

m4rIOOO｝１６４（100.0）３４０（100.Ｃ

Ｘｚ検定＊＊ｐ＜０１
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表６身体疾患の罹患状況について
身体疾患の罹患状況について（表６）

身体疾患の罹患状況について頻度順に

みると、最も多いのが「高血圧」で全体

の37.9％（202名）であり、次いで「関

節疾患」26.3％（140名）、「心臓疾患」

13.5％（７２名）であった。

男女別に統計的有意差の認められた疾

患でみると、「関節疾患」は男性の１４３％

（２５名）、女性では32.1％（115名）であ

り、女性で有意に高かった(p<0.001)。「骨

粗霧症」でみると、男性2.3％（４名）、

女性１４５％（５２名）であり、女性で有意

に高値であった(p<0.001)。「呼吸器疾

患」では、男'性１１．０％（１９名）、女性５３％

（１９名）であり、男性で有意に高かった

(p<001)。「胃腸器疾患」でみると、男性

11.6％（２０名）、女性4.5％（１６名）で男

性が有意に高値を示していた(p<0.01)。

「泌尿器疾患」では、男性7.4％（１３名）、

女性3.6％（１３名）であり、男`性で有意

に高かった(p<0.05)。

6．
人ＯＫ

頂】矢軒

高血圧 あり202（37.9）５８（33.1）１４４（402）
なし３３１（６２．１）１１７（66.9）２１４（59.8）

計５３３（100.0）１７５（100.0）３５８（100.0

関節疾患…あり140（26.3）西（14.3）１１５（３２．１）
なし３９３（73.7）１５０（８S971z43_(-67.,）

計５３３（100.0）１７５（100.0）３５８（100.0

心臓疾患あり刀（13.5）１８（10.3）５４（15.1：
なし４６１（86.5）１５７（89.7）３０４（84.9）
ｉｉｆＳ３３〔100.0）１７５〔1000）３５８（100.0

骨粗懸症…あり５６（10.5）４（2.3）５２（14.s）
なし４７６（89.5）１７０（97.7）３０６（８５．５，－＿」
計５３２〔100.0〕１７４（100.0）３５８（100,0

呼吸器疾患岬あり３８（7.2）１９（11.0）１９（5.3：

なし４９３（92.8）迫４（89.0）３３９（９４.Ｚ
:＋５３１（1000）１７３（100.0）３５８〔100.0

胃腸器疾患＊．あり３６（608）ＺＯ（11.6）１６（4.5：
なし４９０（93,2）１５２（88,4）３３８（9505）
計５２６（100.0）１７２（100.0）３５４（100.0

皮膚疾患あり３５（6.6）１５（8.6）２０（５．６
なし４９７（”､4）１５９（91.4）３３８（94.4）

針５３２（1000）１７４(100.0）３５８（100.0
糖尿病 あり３３（5.2）１０（5.7）”（6.4：

なしＳｏｏ（，3.8）１６５（94.3）３３３－(_”９６）

弓聖3銘弓ヨヨ＊死

なし５０７（９５．１１１６２（９２．６１３４５（96.4、

:＋５３３（100.0）１７５（100.0〕３５８（100.0

腎臓疾患あり１５（2.8）６（3.5）３４８（97.5》

なし５１５（，7.2）１６７（96.5），（２．５：
計５３０（100.0）１７３（100.0）３５７（100.0

脳卒中 あり１４（2.6）５（2.9），（２５．

なし５１９（97.4）１７０（，Ｚｕ－３⑲_し97.5》
計５３３〔100.0）１７５〔100.0）３５８（100.0

肝臓疾患あり６（1.1）４（2.3）２（0.6
なし５２６〔989）１７１（97.7）３軍（，9,4）
計５３２（100.0）１７５（100.0）弱７（1000

あり９８（18.4）”（16.6）６９（19.3,＄その他

なし４３５（81.6）１４６（83.4）２８１（８０．７び

計５３３（100.0）１７５（100.0）３５８（100.0

Ｘ2検定．ｐ＜・OS

7．介護保険および福祉サービスについて

介護保険および福祉サービスの

状況について検討を行った。介護

保険の認定状況をみると、認定を

受けている者は全体の31.3％（160

名）、「申請中」の者2.2％（１１名)、

「受けていない」とする者66.5％

（340名）であり、認定を受けてい

ない者が６割以上と多数を占めて

(表７）

表７介護保険および福祉サービスの状況について

人（%：

男 女全偽

介鰻保険受けている

鰯定状況＊*＊申鯖中

130（３７．３ケ

１］（3.2

160（31.3）

１１（２２）

3０（18.0）

0（ｏ､o）

受けていない３４０（65.5）１３７（82.0）２０３（５９．０）

計５１１（100.o）１`７（1004,-344(100.ｏ
介磯保険

サービスウ*巾

123（24.6）翠（13,3）１０１（３０３，Ｊ利用

利用なし３７６（75.4）144（86.7〕２３２（69.7）

計４９９（100.0）１６６（100.0）３３３（100.0

福祉ｻービス利用 101（20.6）３０（17.9）７１（２２．０）

利用なし３８９（79.4）１３８（82.1）２５１（7800）

計４９０(100.0）１６８(100.0）３ｍ(100.0

Ｘ2検定…ｐ＜００１
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いた。‘性別でみると、男`性の18.0％（３０名）が、女性の37.8％（130名）が認

定を受けていると回答しており、その割合は女`性で有意に高かった(p<0001)。

介護保険のサービスの利用状況でみると、利用している者は全体の２４６％（123

名）であった。性別では、男性の13.3％（２２名）が、女性の30.3％（101名）

が介護保健サービスを利用しており、男女間では女性で有意に高かった(p<0.001)。

福祉サービスの利用状況では、利用している者は全体の２０６％（101名）であ

り、性別では男性17.9％（３０名)、女性２２０％（７１名）であった。

8．高齢者健康増進事業（いいあんぺ事業)について（表８）

西原町で実施している高齢者健康増進事業（以下、いいあんべ事業）の参加

経験をみると、参加経験のある者は全体の32.5％（170名）であった．`性別でみ

ると、男性の２２．８％（３９ 表８高齢者健康増進事業(いいあんぺ事業)の参加と評価について
人Cl）

名）が、女'性の３７２％（131いいあんべ事業に関する事項全体男女
いいあんぺ事業心．参加１７０（32.5）３９（２２８）１３１（37.2）

名）が参加経験があると

回答しており、男女間で

は有意に女性の占める割

合が高かった(p<0.01Ｌ

いいあんぺ事業の参加

希望の有無でみると、参

加を希望している者は全

体の２５．２％（７９名）であ

った。‘性別では、男性は

参加なし３５２（67.3）１３２（77.2）、0（６２．８

計５２３（100.0）１７１（100.0）－３５２〔1000

参加希望＊有７９（２５．２）２１（18.8）５８（28.7）

函５（74.8）９１（81.3）１“（7123）無

肘３１４（100.o）１１２（100.0)-202（100.0）
参加しての評価

成長につながるはい112（68.7），（23.7）４２（33.6）
いいえ５１（31.3）２９（76.3）昭（66.4）

計１６３（100.0〕３８（100.0）１２５（10080

知職・技術の獲得はい１００（６１，３）１２（31.6）５１（40.8）
いいえ６３（38.7）２６（68.4）７４（592）

肝１６３（1000）３８（100.0）１２５（100.0）

外出する機会が増えたはい９６（58.9）１７（44.7）ｓｏ（40.0）
いいえ印（４１ユ）２１（55.3）万（60.0

計１６３（100.0）３８（100.0）１２ｓ（100.0）

18.8％（２１名）、女性は 外出のきっかけはい”（56.4）１４（36.8）６８（54.4）

いいえ７１（43,6）-２４（ｐ3.2）５７（45.6）

２８．７％（５８名）であり、

希望する者は女性で有意

に高値であった(p<0.05)。

実際に「いいあんべ事

:＋１６３（100.0）３８(辺OPO）１２５（100.0）

新しい友人が増えたはい７７（`1/7,0）１９（50.0）６８（54.0）
いいえ８７（53.0）１９（50.0）５８（46.0
計 1000）３８（100.o）１２６（]00.0）

健康を考えるきっかけはい７６（46.6）１８（47.4）６９（55.2）

いいえ８７（53.4）２０（52.6）５６（44.8）

計１６３（100.0）３８(100.0）125（100.0）

業」に参加しての評価に生きがいはい７３（44.8）２０（52.6）７０（56.0）
いいえ９０（５５．２）１８（47.4）５５（44.0）

ついてみると、「自分自身

の成長につながる」とす

る者が全体の68.7％（112

いいえ１２３（75.0）１１（28.9）３０（２３．８

計１６４（1000〕３８（100.0）１２６（100.0

--￣…---．￣￣Ｘｚ検定＊p＜・ＯＳ鱒.p＜､０１
名）と最も高く、次いで

「知識・技術の獲得」61.3％（100名）、「外出する機会が増えた」58.9％（９６名）

の順であった。なお、性別では男女間で統計的有意差を認める評価はなかった。
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心理・社会的状況について（表，）

対象者の心理・社会的状況に

ついて検討を行った。

生活満足度でみると、全体の

平均得点は13.84（標準偏差±

1.74）であり、男女間では統計

的差違を認めなかった。

自尊感情では全体の平均得点

は27.98（標準偏差±457）であ

り、男女問では統計的差違を認
へ？

，．

表，心理・社会的状況について

平均（標準偏差）

内容 全体男 女

生活満足度

自尊感情

抑うつ度

社会的健康度Ⅶ

生活の主体性

社会への関心*＊

他者との関わり

生活の安心感

４．１７（238）

2781（4.64）

14.72(8.80）

４３０(2.55）

28.32(4.41）

13.11（8.47）

13.84

27.98

14.21

(1.74）

(4.57）

(8.72）

3.23（1.02）

2.41（1.49）

2.65（075）

1.97（0.24）

3.27（099）

1.,9（1.57）

2.72（0.62）

1.97（0.20）

川
劾
⑰
幼

く
ｌ
く
く

１
１
０
０

3.26

2.13

2.70

1.97

身近な社会参加 1.07） 2.71（1.05） 2.71（1907）2.71

全休の評価得点12.75 12.66（3.163.11 12.94（3.27

Ｔ検定＊*p＜０１
めなかった。

抑うつ傾向でみると、全体の平均得点は14.21（標準偏差±8.72）であり、男

女間では有意差は認めなかった。

社会的健康度で有意差を認めた下位尺度は「社会への関心」で、男'性２．４１（標

準偏差±1.49)、女'性Ｌ9９（標準偏差±1.57）であり、男性で有意に高かった。

「生活の主体性｣、「社会への関心｣、「他者との関わり」、「生活の安心感｣、「身

近な社会参加｣、全体の「評価得点」では男女間で差を認めなかった。

10．伝統行事への参加状況及び死生観について（表１０）

伝統行事への参加状況
表10伝統行事への参加状況及び死主観について

やその際の役割の有無、 人（%）

伝統行事への参加状況と死生観全体 女男
死生観について検討をお

こなった。伝統行事への

参加状況でみると、「参加

している」との回答者は

全体の30.3％（138名）、

「時々参加」とする者は

33.6％（１５３名）、「参加

していない」とする者は

36.0％（164名）であり、

参加あるいは時々参加し

ているとする者では全体

の６割以上を占めいてい

た。性別でみると、「参加

している」とする者は男性

参加

時々参加

参加の有無 4１（28.9）

5５（39.4）

”（31.0）

9７（31.0）

138（30.3）

1５３（３３６）

参加しない１５４（36.0）４５（31.7）１１９（38,0

計４５５（1000）１４２(100.0）313-(100.0〕

役割の有無 あり 165（38.4）４５（32.6）１２０（41.1）
265（61.6）”（67.4）１７２（58.9）なし

、『７６_目 用ｈ

死後の世界（グソー）あり 382（81.1）１１６（763）２６６（83.4）
8９（18.9）３６（23.7）５３（１６．６なし

計４７１（100.o）１５２(100.0)_-319-(100.q）
霊魂の存在＊＊ あり 319（69.5）９１（61.9）２２８（7361）

４０〔Ｚ【】

生まれ変わり…あり 173（37.7）４４（29.7）１２９（4195）
286（62.3〕１０４（703）182（58.ｓ(輪廻転生）なし

計４５９（100.0）１４８(100.0）３１１（100.0）

Ｘｚ検定｡．ｐ＜０１

28.9％（４１名）、女`性３１．０％（９７名）、「時々参加」

1０４



とする者は男J性39.4％（５６名）、女`性31.0％（９７名）、「参加していない」とす

る者は男性31.7％（４５名）、女`性38.0％（119名）であり、男女間で統計的差違

を認めなかった。

伝統行事や祭事の際、何らかの役割をもつ者は全体の38.4％（165名）であ

り、’性別では男』性の32.6％（４５名）、女性の41.1％（120名）であった。

死生観についてみると、「神や仏の存在」を肯定する者は全体の83.7％（405

名）であり、性別では統計的差違を認め(p<0.01)、男性f76.9％（120名）、女性

86.9％（285名）と女性で有意に高かった。「死後の世界（グソー)」の肯定す

る者は全体の811％（382名）であり、'性別では男,性76.3％（116名)、女性83.4％

（266名）であった。「霊魂の存在」について肯定する者は全体の69.5％（319

名）であり、性別では男性６１９％（９１名）、女性73.1％（２２８名）と女性で有

意に高値であった(p<0.01)。生まれ変わり（輪廻転生)」では、全体の37.7％（173

名）が肯定する回答であり、性別では男性２９７％（４４名）、女性41.5％（１２，

名）であり、女性で肯定する割合が有意に高かった(p<0.01)。

表１１仏壇や位牌への｢拝み｣の状況と評価について
人（%）11．仏壇や位牌への『拝み」の状

況と評価について（表１１）

仏壇や位牌への「拝み」の状

況と評価について検討を行っ

た。

仏壇や位牌への「拝み」の状

況についてみると、拝みにつ

いて「毎日」とする者は全体

の43.5％（214名）、「ときど

き」とする者は５０．６％（２４９

名）、「拝まない」とする者は

5.9％（２９名）であり、拝ま

ないとする者は少数であった。

‘性別では、男性は「ときどき」

とする者（58.5％（９３名））

が、女性では「毎日」とする

者（48.6％（162名））が最も

高くなっており、拝みの状況

には男女間で統計的に明らか

な違いが認められた。

女全体 男死生観

162（48.6）

156（46.8）

１５（4.5）

5２（32.7）

９３（58.5）

1４（8.8）

毎日

ときどき

拝まない

214（43.5）

249（５０６）

２９（5.9）

仏壇や位牌

への｢拝み゛*．

4ｕフ

あり３３３（71.2）８８（58.7）245（７７．０）困ったとき

の『拝み」鉢． なし１３ｓ（2868）砲（41.3)Ｌ７３（”､0

あり４０１（83.0）１１６（73.9）２８５（87.4）｢拝み｣の

『
】

｢拝み｣の評価

先祖供養 思う３６８（76.3）１２５（79.1）２４３（７５．０）
思わない１１４（四・7）３３（20.,）８１（２５．０）

計４８Ｚ（1000）158-QOD.O）３２４（100.0：

心の安らぎ…思う２２９（４７．５）５７（36.1）１７２（53.1）

思わない西３（52.5）１０１（63.9）１５２－（46.9）

計４８２（100.0）１５８（1000）３２４１（100.0）

思う１５０（31.1）５３（33.5）９７（”.,）習慣

思わない３３２（68.9）１０５（66.5）２２７（７０ﾕ）

針４８２（100.0）１５８(100p）３２４（1090）

不安の解消．準思う１０７（22.2）２５（１５，８）８２〔西.3）
思わない３７５（77.8）１３３（84.2）２４２（74.7）

計４８２(100.0）158（100.0）３２４（100.0）

生きがい思う６１（12.7）１６（10.1）４５（13.9）
思わない４２１（87.3〕１４２（89.9）２７９（86.1）

計４８２(100.0）１５８(100.o）３２４（1000）

悩みの解消思う４６（9.5）１０（6.3）３６（11.1）
思わない４３６（90.5）１４８（93.7）２８８（88.9）■

齢４８２（100.0）１５８（1000）３２４（100.0

意味はない思う１５（3.1）８（5.1）７（２２）
思わない４６７（96,9）１５０（94.9）３１７（97.8）

計４８２（100.0）１５８(100.0）３２４（100.0

Ｘ絵定心ｐ＜・ＯＳ…ｐ＜,001
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困ったときの拝みの状況をみると、全体では71.2％（333名）が何か困った

ことがあったとき拝むと回答していた。』性別では男性の58.7％（８８名）、女性

の７７．０％〈245名）が困ったとき拝むと回答しており、その意識は女性で有意

に高かった(p<0.001).

拝みの必要性については、必要とする者は全体の８３．０％（401名）と多数を

占めていた。』性別では、男'性の７３９％（116名）が、女性では87.4％（285名）

が必要であるとの認識を示しており、その意識は女,性で有意に高かった

(p<0.001)。

拝みの評価について意識の高い順にみると、「先祖供養」が全体の76.3％（368

名）で最も高く、次いで「心の安らぎ」47.5％（229名）、「習'償」31.1％（150

名）の順であった。性別で有意差を認めた内容でみると、「心の安らぎ」とする

者は男`性36.1％（５７名）、女`性53.1％（172名）、「不安の解消」は男性15.8％

（２５名）女性２５３％（82名）という結果であり、いずれも女性で有意に高か

った。

サーダカウマリ．カミダーリおよびユタとの関連について（表１２）

沖縄に土着の民間巫女
表１２ｻｰﾀﾞｶｳﾏﾘ、ｶﾐﾀﾞｰﾘおよびユタとの関連について

であるユタへの関連意識

1２．

人（%）

内容全体男女
について回答を求めた。

サーダカウマリ（精高

い生まれ）の有無につい

てみると、サーダカウマ

リといわれたことがある

ｻｰﾀﾞｶｳﾏﾘ…あり５５（13.0）５（3.8）５０（17.2）
鯖高生まれ） なし 368（87.0）128（96.2）２４０（８２８）

計４２３（100.0）１３３（100.0）２１０（100.0）
ｶﾐﾀﾞｰﾘ＊*＊ あり２２（５２）Ｏ（0.0）２２（7.6）

(神懸かり） なし 400（94.8）１３２（10Ｍ）２６８（９２４）

計４２２（100.0）１３２（1000）２９０（10(10）
不安や悩みの行くソとｖ、わ汀し7こ￣とかめ。６６（13.6）１３（8.4）５３（16.1）

とする者は全体の13.0％ユタへの相談ときどき８１（16.7）２３（14.8）５８（１７６）
経験＊ 行かない３３８（61.7）111（76.8）２１９（66.4）

計（５５名）であり、，性別で４８５（1000）１５５（100.0）３３０(100.0）

は男`性3.8％（５名）、女相談時のユタ良かつた１１３（769）２７（75.0）８６（775）
への印象悪かった３（2.0）Ｏ（０．０）３（2.7）

性17.2％（５０名）であり、わからない３１（zL1），（25.0）２２（11.8）
計１４７（100.0）３６（100.0）１１１（100.0）

その割合は女性で有意に
Ｘ２検定＊ｐ＜､０５…ｐ＜､00l

高かった(p<0001)。

カミダーリ（神懸かり）の有無でみるとカミダーリ（神懸かり）を経験した

者は全体の５．２％（２２名）であった。,性別でみると男性では経験者はなく、女

`性では7.6％（２２名）が経験しており、女性で有意に高かった(p<0.001)。

ユタへの相談経験をみると、全体の13.6％（６６名）が相談経験を有しており～

性別では男性が８４％（１３名）、女`性が16.1％（５３名）であり、女性で有意に

高かった(p<0.05)。
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ユタへ相談しての印象でみると、「良かった」とする回答は全体の76.9％（113

名）であり、多数を占めていた。性別では、「良かった」とする肯定的回答は男

`性の７５．０％（２７名）、女`住の77.5％（８６名）であり、肯定する回答が７割り以

上を占めていた。

．まとめ

西原町在住の８０歳以上後期高齢者について身体的・精神的・社会的側面から

総合的に検討を行い、以下の知見を得た。

１．基本属』性でみると、分析対象者の平均年齢は85.6(ＳＤ±4.Z)歳であり、男女間

で統計的差違を認めなかった。居住年数の平均は５１．５（ＳＤ±29.8）年で、女性

に比べ男'性の居住年数が長く、出身地別でも西原町出身者の占める割合は男‘性

で長かった。家族形態では、全体では「本人と三世代家族」の占める割合が最

も高く、’性別でみると男性は「夫婦のみ」の占める割合が、女』性では「本人と

三世代家族」の占める割合が高かった。学歴では、「小学校卒」が全体の半数

以上を占めており、性別では男女ともに小学校卒の者が最も多かったが、高学

歴者の占める割合は女性に比べ男性で有意に高かった。経済状況では、「やや

ゆとりがある」とする者が半数以上を占めており、‘性別でも「ややゆとりがあ

る」とする者が最も多かった。宗教では、「祖先崇拝」とする者が全体の９割

以上と多数を占めており、男女ともに同様の結果であった。

2．子供や隣近｣所、友人･知人との交流状況でみると、子供との交流状況は「週１

回以上」とする者が全体の37.4％で最も高く、,性別では男｜性は「週１回以上」

とする者が37.7％と最も高いのに対し、女性では「ほとんど毎日」が37.5％

で最も高く、男女間で統計的差違を認めた。隣近所との交流では、「週１回以

上」とする者が全体の34.9％で最も多く、性別では男』性は「週１回以上」と

する者が（37.0％）、女‘性では「ほとんど毎日」（347％）とする者が多かった

が有意差を認めなかった。友人・知人との交流状況では、「週１回以上」とす

る者が全体の36.5％で最も多く、‘性別では男女ともに「週１回以上」とする

者が最も多かったが、統計的には男女問で交流状況に性差を認めた。

3．社会的支援（ソーシャルサポート）についてみると、日常生活上のまわりか

らの支援は、男女ともにほぼ９割の者が肯定する回答を行っており、男女間で

差のみられた内容は、遠出の際の車の移動に関する者で男`住に比べ女性で有意

に高かった。

４，聴力や視力、移動など日常生活自立度７項目の結果では、「普通」とする者が

全体の半数以上と、自立度は比較的良好であり、総合的評価でも家庭内での生

活に不自由はないとする者が43.4％と最も多かった。男女間で統計的差違の

Ｖ、
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みられた内容は、入浴、着脱衣、移動、視力、総合的評価の５項目で、いずれ

も男性で自立度が高かった。

５．主観的健康度評価による対象者の健康感についてみると、全体の６９．３％が健

康であると回答しており、性別でも男女ともに７割前後が健康であるとしてお

り、‘性差を認めなかった。健康不安をもつ者は全体の73.4％であり、男性の

70.7％が、女性の74.6％が健康不安を有していた。過去に入院歴を有する者は

全体の29.8％であり、性別では男女間で性差を認めなかった。現在通院して

いる者は全体の77.3％であり、性別では男女ともに７割以上を占めていた。

転倒歴のある者は全体の２４０％、性別では男`性の17.1％、女性の27.4％が転

倒経験があり性差を認めた。

６．身体疾患の罹患状況では、「高血圧」（37.9％）、「関節疾患」（26.3％）、「心臓

疾患」（13.5％）の順に多かった。男女間で性差を認めた疾患でみると、「関節

疾患｣、「骨粗雑症」は女`性で、「呼吸器疾患｣、「胃腸器疾患｣、「泌尿器疾患」

は男性で有意に高かった。

7．介護保険の認定状況では、認定を受けていない者が６６．５％と多数を占めてお

り、性別では男性の180％が、女性の３７８％が認定を受けていると回答して

おり、その割合は女性で有意に高かった。介護保険のサービスを利用している

者は全体の２４６％であり、‘性別では男`性に比べ女性で介護保健サービスを利

用しているものが有意に高かった。福祉サービスを利用している者は全体の

20.6％であり、性別では男女間で性差を認めなかった。

8．西原町で実施している高齢者健康増進事業（以下、いいあんべ事業）の参加

経験者は全体の３２５％であり、性別では男性22.8％、女性３７．２％であり、女

性の占める割合が高かった。いいあんべ事業について参加を希望する者は全体

の２５．２％であり、性別では男性１８８％、女性28.7％で女性で有意に高値であ

った。「いいあんべ事業」への評価では、「自分自身の成長につながる」

（68.7％)、「知識・技術の獲得」（61.3％)、「外出する機会が増えた」（58.9％）

の順に高く、男女間で差を認めなかった。

9．対象者の心理・社会的状況についてみると、生活満足度の全体の平均得点は

13.84（標準偏差±1.74）であり、男女間では統計的差違を認めなかった。自

尊感情では全体の平均得点は27.,8（標準偏差±4.57)、抑うつ傾向の全体平均

得点は１４．２１（標準偏差±8.72）であり、男女間では有意差を認めなかった。

社会的健康度で有意差を認めた下位尺度は「社会への関心」であり、男性で有

意に高かった。「生活の主体性｣、「社会への関心｣、「他者との関わり」、「生

活の安心感｣、「身近な社会参加」、全体の「評価得点」では男女間で差を認め

なかった。
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10．伝統行事への参加状況では、参加あるいは時々参加しているとする者が全体

の６割以上を占めており、‘性別では男女間で性差を認めなかった｡伝統行事や

祭事の際、役割を有する者は全体の38.4％であり、男女間で差を認めなかっ

た。死生観でみると、「神や仏の存在」を肯定する者は全体の83.7％であり、

性別では女`性でその意識が有意に高かった。「死後の世界（グソー)」の肯定す

る者は全体の81.1％であり、，性別では男性に比べ女性で有意に高値を示した。

生まれ変わり（輪廻転生)」では、全体の37.7％が肯定する回答であり、女性

で肯定する割合が有意に高かった。

11．仏壇や位牌への｢拝み｣の状況では、拝まないとする者は少数であった。性別

では、男性に比べ女性では毎日拝むとする者の割合が高く（486％）、統計的

に明らかな違いが認められた｡困ったときの拝みの状況をみると、全体の71.2％

が何か困ったことがあったとき拝むと回答しており、性別では女性でその意識

が女`性に有意に高かった。拝みの必要性については、必要とする者は全体の

８３０％と多数を占めており、性別では女性でその意識が有意に高かった。拝み

の評価にでは、「先祖供養」（76.3％）、「心の安らぎ」（47.5％）、「習'償」

（31.1％）の順に高かった。性別で有意差を認めた内容は、「心の安らぎ｣、「不

安の解消」であり、いずれも女性でその意識が有意に高かった。

12．サーダカウマリ（精高い生まれ）の有無についてみると、サーダカウマリと

いわれたことがあるとする者は全体の13.0％であり、‘性別では女性で有意に

高かった。カミダーリ（神懸かり）を経験した者は全体の５２％であり、性別

では女性で有意に高かった。ユタへの相談経験者は全体の13.6％であり、性

別では男性に比べ女性で有意に高かった。ユタへ相談しての印象では、「良か

った」とする回答は全体の76.9％であり、男女間では性差を認めなかった。
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